
◆石綿に関する基礎知識・関係法令・用語の定義だけでなく、建築物
等の解体における飛散防止対策について、大気汚染防止法・石綿障
害予防規則両面の改正内容を反映。
◆事前調査の方法や具体的な防止手法や注意が必要な工事事例、作
業の順序等が不適切で合ったと考えられる事例なども紹介してい
るので、実際に作業を行う際に注意しなければならないポイント
がわかります。
◆資料として、大気汚染防止法・石綿障害予防規則の対照表を掲載
しているので、業務の際に押さえておくべき規定の内容が一目で
わかります。
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特 色

令和３年３月に厚生労働省・環境省から公表された
建設・解体工事等実務者必携のマニュアル！

労働者の石綿ばく露防止と石綿飛散漏えい防止の適切な実施のために！
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